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１．はじめに 

徳島県技術士会ホームページ（以下「ＨＰ」）委員会事務局の石山です。今年度の本委員会の活動に

ついて報告します。 

 

２．現在の活動について 

  本委員会には、現在 10 名の委員（天野大、井形圭治、石山敬造、大村史朗、神田幸正、菊池昭宏、

木村充宏、田中良典、武間亮香、正木孝二）が所属しています。定期的に会議を行い、ＨＰの内容、

運営方法等の意見交換や、ＨＰ管理のための学習、情報交換等を行っています。 

 

３．創立 50 周年記念品の会報集ＣＤの作成について 

ご承知のとおり、本会は今年創立 50 周年を迎え、去る 9月 30 日に記念式典が盛大に行われました。

その記念事業として、本委員会では過去の会報をすべて電子化し、そのデータをＣＤに収録し、式典

の日に参加者の記念品として配布することにしました。 

作成の手順ですが、会報の冊子を裁断し１枚ずつにし、コピー機のスキャナー機能を使ってＰＤＦ

化しました。そして見やすくするために、各原稿にしおりをつけました。またジャケットのデザイン

は、過去の会報の表紙絵を配列し、裏面にその題材の名称及び作者名を記載しました。完成したデー

タをコピーサービスの業者に送付し、ＣＤを 250 部作成しました。 

これらの作業は理事で分担して行いました。ご協力いただきありがとうございました。 

 

４．デジタルアーカイブについて 

近年デジタルアーカイブ（※）という言葉が一般的になってきており、今回のＣＤもその 1 つであ

ると思います。デジタルアーカイブは以下のような効果があると考えられます。 

・  過去の資料を破損することなく、長期に渡る保存が可能である。 

・  コンピューターを用いて、いつでもどこでも資料を利用することができる。 

今回、会報集を作成したことにより、冊子のままではいずれ消失していたかもしれない過去の会報

が、再び多くの人の目に触れられることとなりました。本会の礎を築いた先人の方々の苦労と努力、

過去の知見と技術を振り返れるようになりました。 

今回の会報集を見た人にとって、技術や知識のいっそうの研鑽や向上のきっかけ、また、技術を通

じた社会貢献のための意欲の向上の一助となれば幸いです。 



 

創立５０周年記念頒布用会報集ＣＤのジャケット 

 

※ デジタルアーカイブ 

博物館・美術館・公文書館や図書館の収蔵品を始め有形・無形の文化資源（文化資材・文化的財）

等をデジタル化して記録保存を行うこと。デジタル化することによって、文化資源等の公開や、ネッ

トワーク等を通じた利用も容易となる。 

資料を精緻にデジタル化することにより、オリジナル資料へのアクセスの必要性を減らすことが出

来るため、将来的にも資料の傷みを最小限にすることが可能になる。（ウィキペディアより） 

 

５．最後に 

本委員会から会員の皆様に以下のお願いがあります。 

・ ＨＰを情報発信、活動報告、交流の場として積極的にご活用ください。 

・ ＨＰの内容や本委員会の活動に関するご意見・ご要望がありましたら、遠慮なくお寄せください。 

・ 本委員会では随時委員を募集していますので、興味のある方は是非ご連絡ください。委員会の活

動を通して一緒にスキルアップしましょう。情報ツールに関する知識や技術は、普段の業務などで

必ず役に立ちます。 

今後もよりよいＨＰの管理と情報発信、また様々な情報ツールの活用を通じて、会の発展に貢献し

たいと思いますので、ご支援・ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

徳島県技術士会ＨＰのＵＲＬ http://www.tokushima-pe.jp/ 


